
越沢の棚田
「摩耶山」の麓より湧き出でる
「郷清水」は「棚田」をはじめ

近隣の田畑を潤し、
豊かな実りを与えてくれます
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地
域
・
世
代
を
越
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　

令
和
７
年
５
月
31
日
（
土
）、
東

京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
を
会
場
に
、

一
般
農
業
者
８
名
、農
業
委
員
15
名
、

来
賓
と
し
ま
し
て
進
藤
金
日
子
参
議

院
議
員
、
皆
川
治
市
長
、
岡
部
農
林

水
産
部
長
、
事
務
局
職
員
の
合
計
約

30
名
が
参
加
し
、「
第
２
回
鶴
岡
市

農
業
者
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
鶴

岡
市
の
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
、
女

性
・
若
手
農
業
者
と
先
輩
農
業
者
が

現
場
の
意
見
を
共
有
し
、
地
域
や
世

代
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
す
る
こ
と
や
、
女
性
農
業
委
員
を

中
心
に
企
画
し
た
意
見
交
換
会
を
通

し
て
農
業
委
員
会
活
動
を
周
知
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て意見

交
換

　

は
じ
め
に
、
２
つ
の
テ
ー
マ
（
①

農
業
の
現
状
の
課
題
、
②
５
年
後
の

展
望
）
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
５
つ

の
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
（
意
見
交
換
）
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
資
格
を
持
つ

女
性
委
員
が
進
行
を
務
め
、
皆
川
治

市
長
、
進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
に

も
班
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
終
始

明
る
い
雰
囲
気
で
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

名
勝
「
摩
耶
山
」
を
は
じ
め
、
名
水
「
郷
清
水
」、

美
し
い
景
観
の
「
棚
田
」
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
温
海
地
域
の
越
沢
地
区
。
美
味
し
い
お
米
は

も
ち
ろ
ん
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
た
農
作
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
く
温
海
地
域
の
小
国
地
区
で
は
、
５
月
17
日

に
「
新
嘗
祭　

献
上
穀
物
修
祓
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
山
形
県
で
は
各
市
町
村
の
持
ち
回
り
で
毎
年
献

納
を
行
っ
て
お
り
、
鶴
岡
市
で
は
平
成
６
年
の
旧
羽

黒
町
以
来
、
約
30
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
田
植
え
の

儀
及
び
春
の
修
祓
式
も
滞
り
な
く
終
了
し
、
美
味
し

い
米
作
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
の
米
騒
動
な
ど
、
稲
作
に
は
課
題
が
多
い
昨

今
で
す
が
、
秋
の
修
祓
式
及
び
献
納
を
無
事
に
終
え

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
人
々
が
米
の
美
味
し

さ
を
再
認
識
し
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
を
ど
の

よ
う
に
守
り
育
て
て
い
く
か
を
国
の
政
策
を
含
め
て

共
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
白
い
炊
き
立
て
の
ご
飯
を
食
べ
る

と
、
日
本
人
で
良
か
っ
た
な
あ
と
感
じ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
実
り
多
き
秋
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

（
佐
藤
宣
夫
推
進
委
員
）

景
勝
の
地

景
勝
の
地

「
越
沢
の
棚
田
」と「
新
嘗
祭
」

「
越
沢
の
棚
田
」と「
新
嘗
祭
」

表紙
の
紹介

第２回 鶴岡市農業者わくわくワークショップ第２回 鶴岡市農業者わくわくワークショョップッッョッョ プッップッョョ プッップッョップププププ第２回 鶴岡市市鶴鶴回回回 岡岡 業者わくわくワくわわ わわ者わわわく業 わくわ者 わく くく く者わわくわわわ業 わわわく者者わくわく者 くわわ わ業 わわ者わ業業 く鶴岡鶴岡鶴鶴岡鶴鶴鶴鶴鶴鶴岡岡岡岡 農市農第第２第２第第２２２第２２第 ショシクシククシワークーークシ第２回 鶴岡市農業者わくわくワークショップ
を開催しました

楽しく意見交換楽しく意見交換
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農
業
・
農
村
の
現
場
に
お
い
て
、
担
い
手
不
足

や
物
価
高
騰
、
農
地
の
集
積
等
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
若
手
を
育
て
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
女
性

も
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
農
業
者
同
士

の
つ
な
が
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
ス

マ
ー
ト
技
術
に
よ
る
作
業
効
率
化
、
鶴
岡
の
特
産

物
が
も
っ
と
有
名
に
な
る
こ
と
な
ど
、
鶴
岡
市
の

農
業
の
夢
を
語
り
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
は
班
ご
と
に
発
表
を
行

い
、
他
の
班
か
ら
の
意
見
や
コ
メ
ン
ト
も
出
さ

れ
、有
意
義
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
か
ら
は
講
評
と
情
報
提

供
と
し
て
、
食
料
自
給
力
や
幸
福
度
を
大
切
に
し

た
農
業
の
あ
り
方
、
地
域
計
画
に
お
け
る
集
積
・

集
約
、
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夢
の
あ
る
農
業
と
仲
間
づ
く
り
を

　

今
回
の
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
皆

さ
ん
が
課
題
や
目
標
を
持
ち
、
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中

で
も
孤
独
に
な
ら
ず
明
日
を
見
据
え
る
事
が
で
き
る
、

そ
ん
な
時
間
を
共
有
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
鶴
岡
市
長
は
じ
め
、
ご
臨
席
下
さ
っ

た
進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
、
ま
た
参
加
し
て
下
さ
っ

た
方
々
、
準
備
か
ら
協
力
し
て
下
さ
っ
た
事
務
局
の

方
々
に
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
代
表
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
第
３

回
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
広
報
を

読
ま
れ
た
方
、
ぜ
ひ
仲
間
づ
く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
鶴
岡
市
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
齋
藤
万
里
子
推
進
委
員
）

各班の発表タイム各班の発表タイム
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令
和
７
年
６
月
25
日
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

（
鶴
岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学
校
）
を

会
場
に
、
同
校
研
修
生
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
事
務
局
の
計

48
名
が
参
加
し
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
全
体
会
は
会
議
形
式
で
、
旧

市
町
村
６
地
域
の
農
業
の
概
要
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局
・
分
室
よ
り
説
明
が

あ
り
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
２
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
場
を
設
け
、
委
員
と
研
修
生
と

の
自
己
紹
介
後
、
情
報
交
換
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、
農
業
の
技
術
に
関
す

る
質
問
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
農
業
を
始

め
る
う
え
で
の
準
備
（
選
定
品
目
、土
地
、

設
備
、
住
居
、
資
金
の
調
達
等
）
に
対
す

る
質
問
が
多
く
、
委
員
か
ら
は
質
問
に
対

し
て
自
身
の
経
験
談
を
交
え
て
の
回
答
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
卒
業
生
か
ら
の
情
報
収
集

等
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
学
校
側
も

我
々
が
考
え
る
以
上
に
様
々
な
対
応
・
サ

ポ
ー
ト
を
模
索
し
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
17
名
の
う
ち
、
親
元
就
農
が
８

名
、
新
規
就
農
が
９
名
と
い
う
構
成
で
、

親
元
就
農
と
新
規
就
農
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
の
違
い
は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
他
に
も
第
三
者
継
承
や

雇
用
就
農
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
、
特
に

第
三
者
継
承
の
場
合
は
先
代
農
家
か
ら
土

地
や
農
機
具
、
施
設
を
引
き
継
げ
る
な

ど
、
少
な
い
自
己
資
金
で
農
業
が
始
め
ら

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
農
業
経
営
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報

提
供
を
行
い
、
研
修
生
、
学
校
側
と
関
わ

り
な
が
ら
力
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

（
原
田
政
幸
農
業
委
員
）

ＳＥＡＤＳ（鶴岡市立農業経営者育成学校）研修生
と農業委員・最適化推進委員との情報交換会

～担い手専門委員会活動報告～～担い手専門委員会活動報告～

和やかな全体会和やかな全体会

熱心に情報収集熱心に情報収集

たくさんのアドバイスが出されましたたくさんのアドバイスが出されました
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第
三
者
継
承
で
就
農

自
然
が
豊
か
な
朝
日
、
東
岩
本

地
区
で
水
稲
14
ha
、
ハ
ウ
ス
で
は

小
松
菜
、
山
間
地
の
畑
で
は
タ
ラ

の
芽
８
０
０
本
を
植
栽
す
る
な
ど

幅
広
く
経
営
し
て
い
る
伊
藤
理
樹

さ
ん
。

家
は
非
農
家
で
し
た
が
、
子
供

の
頃
か
ら
機
械
に
乗
る
の
が
楽
し

く
て
本
家
の
農
作
業
を
中
学
生
時

代
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

本
家
の
高
齢
化
を
き
っ
か
け
に
第

三
者
継
承
と
い
う
形
で
農
地
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
高
校
卒
業

後
に
農
業
大
学
校
へ
進
学
し
農
業

に
関
す
る
技
術
を
一
か
ら
学
ん
だ

勉
強
家
で
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の

全
額
控
除
が
メ
リ
ッ
ト

前
農
業
委
員
会
会
長
や
現
農
業

委
員
の
地
元
の
先
輩
か
ら
の
強
力

な
勧
誘
が
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。

昨
年
の
米
価
の
高
騰
を
受
け
て
、

保
険
料
の
全
額
控
除
が
大
き
か
っ

た
事
、
老
後
に
子
供
に
迷
惑
を
か

け
な
い
程
度
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

し
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
加
入
を

決
め
た
そ
う
で
す
。

休
日
は
車
や
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ

ン
グ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
子
供
の
行
事
に
合
わ
せ
て

休
み
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
子
供

が
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
を
一
緒
に
す

る
こ
と
が
趣
味
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

田植え機に田植え機に
乗ってみたよ！乗ってみたよ！

　近年と違い、今年の春は低温とまではい
かないまでも日照不足による作物への影響
が大きく、天候に泣かされる業種である事
を再認識させられました。
　さて、世の中では米価高騰と大きく騒が
れていますが、消費者目線だけではなく、な
ぜ急騰したのか？備蓄米を放出しなければ
いけないほど米不足なのか？他の青果物に
も同じ現象が起こりうるのかなど、根本を
追求していく必要性を考えて欲しい！
　生産者として必要経費・労力を考えると、
米に限らず青果物全般がもう少し高値で取
引きされる事を強く望む限りです。

（小林節径推進委員）

楽
し
く
稼
げ
る
農
業
を

将
来
は
、
法
人
化
を
視
野
に
水

稲
面
積
を
更
に
増
や
し
て
い
き
た

い
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
米
の
乾
燥
施
設
を

新
た
に
建
設
す
る
な
ど
計
画
的
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
自
分
の

世
代
で
農
業
を
終
わ
り
に
し
た
く

な
い
の
で
「
次
の
世
代
が
憧
れ
る

く
ら
い
に
楽
し
く
、
稼
げ
る
農
業

を
目
指
し
た
い
」
と
の
強
い
思
い

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
田
植
え
体
験
田
の
提

供
や
指
導
を
行
う
な
ど
、
自
ら
行

動
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ

る
伊
藤
さ
ん
。
若
手
農
業
者
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
の
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
齋
藤
智
推
進
委
員
）

あとがき

❶ 35歳未満は1万円から加入可能
❷ 認定・青申で国庫補助による手厚い支援
❸ 保険料控除など税制面での優遇措置

に

※詳細はお近くのJA各支所、
　または農業委員会・各分室まで
　お問い合わせください。

※❶は一定の要件があります。

加入しませんか？

加入して
います

朝日　東岩本

（30歳）伊藤 理樹さん

鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内）  ☎64-5868（直）FAX.64-5846
○鶴岡分室 35-1297　○羽黒分室 62-2527　○櫛引分室 57-2114　○朝日分室 53-2117　○温海分室 43-4616
http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html 発行/年３回（1・4・9月）

バック
ナンバーは
こちらから


